
⼤学・研究機関でのいわゆる「雇い⽌め問題」
についてのアンケート結果と提⾔案

藤田医科大学・医科学研究センター
宮川剛
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Neuro2024での討論会
のべ180名の参加
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https://scienceinjapan.org/topics/「大学・研究機関でのいわゆる「雇い止め問題」.html
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https://scienceinjapan.org/topics/「大学・研究機関でのいわゆる「雇い止め問題」.html
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1. ⾃由記述で合計30万字を超える
悲痛な声︕

2. 研究費を獲得しているトップレ
ベルの研究室主催者、特殊な技
術・知識を有して必要とされて
いる優秀な研究員/技術/事務補
佐員ですら雇い⽌めせざるを得
ない⼤学・研究機関が多数︕

3. クーリングオフの事例が多数

4. 現状を⾒て進学を躊躇するとい
う若⼿の声も
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改正労働契約法で
悪い⽅向に影響が︕
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雇い⽌めに合う
研究関係者は多い
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クーリングオフの
事例も多数︕

12



406. １０年の雇い止めにより来年度の契約更新はできないが、自身が研究代表者として取得した科研費が継続する
ため、６ヶ月間は所属のみ残して、大学との雇用契約を一度切って（無給料で失業保険で繋ぎ）、６ヶ月終了後に

もう一度雇用することを提案されている。給料は出せないが、所属（名義）を残すことで科研費を返還せず事業を
継続できると言われている。

資料4 自由記述全回答（10番の質問） P14
https://scienceinjapan.org/site/wp-content/uploads/2024/10/pub4.pdf
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悲痛な声︕
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盛⼭⽂科⼤⾂との「博⼠のキャリアパス」
に関する意⾒交換

1. 「越境研究員制度（案）」についてのご相談
宮川剛

（藤⽥医科⼤学・教授︔⽇本科学振興協会・グランドデザイン検討
ユニット・リーダー）

2. 博⼠⼈材活躍プランについてのアンケート結果の
紹介とお願い
三⽥剛嗣

（慶應⼤学・医・⼤学院⽣）

3. いわゆる「雇い⽌め問題」についての
アンケート結果の紹介とお願い

柚崎通介
（慶應⼤学・医・教授︔⽇本学術会議・神経科学分科会・委員⻑）

⾼橋良輔
（京都⼤学・学術研究展開センター・特定教授︔

⽇本脳科学関連学会連合・代表）
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毎日新聞 2024.10.19朝刊 1面と2面

本アンケート結果の報道
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本アンケート
結果の報道

SlowNewsで研究関係者の雇い止めに関して特集
朝日新聞2024.12.18夕刊7面
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参議院・予算委員会でも取り上げられる
「研究者の雇い⽌めは「望ましくない」だけで済むのか」
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このアンケート結果を受け、
複数の学会連合などで提⾔（案）を検討中
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安定性と流動性を両⽴した
キャリアパスの仕組み

についての
定量・定性的研究
（サブテーマ2）

共進化実現プログラム

https://scirex.grips.ac.jp/project/coevolution3-7.html
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越境研究員制度（案）

競争的資⾦/⾃⼰資⾦で
無期雇⽤され

⼤学・企業・分野・職種の壁を
越境する

博⼠の⼈材プールの制度

http://scienceinjapan.org/topics/20130925.html
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知識⽣産活動では「経済的安定」が最重要︕

日本学術会議・若手アカデミー「2040年の科学・学術と社会を見据えて いま取り組むべき10の課題」より
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終⾝雇⽤の主観的価値は100〜300万円/年︕

JNSによるキャリアパス関連アンケート
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1. 任期が導⼊されたのは
⼤学教員の流動性を⾼めるため

なぜ、任期付き︖
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2. 研究者の⼈件費ソースの
運営費交付⾦から

競争的資⾦（時限付き!）
へのシフト

なぜ、任期付き︖
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できるだけ多くの博⼠に
終⾝雇⽤（安定）を︕

多様なキャリアパス
（流動性）

流動性を確保しつつ
競争的資⾦をもとでに

安定したポジションを創出する案︕

http://scienceinjapan.org/topics/20130925.html
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越境研究員制度（案）

1. 博⼠を⼤学コンソーシアムやJSPSなどが終⾝雇⽤（派遣元）

2. ⼤学や企業（派遣先）で博⼠は研究関連業務を⾏う

3. 競争的資⾦や⾃⼰資⾦で派遣先が⼈件費を負担

4. 職階は派遣先で付与（例: 特任准教授、シニア・エンジニア等）

⼤きな追加予算なしで
終⾝雇⽤実現︕

企業でのお試し雇⽤も促進︕

http://scienceinjapan.org/topics/20130925.html
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⼤学コンソーシアムの⼦会社

⼤学B

研究所A

企業A

⼤学コンソーシアム

競争資⾦α

⼤学A

・競争的資⾦αによって雇⽤される特任助教
・10年無期転換までの期限が近い︕

無期転換の資⾦がない︕

「越境研究員制度」の仕組み
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⼤学コンソーシアム
の⼦会社

⼤学B

研究所A

企業A

⼤学コンソーシアム

競争資⾦α

⼤学A

・競争的資⾦αによって雇⽤される特任助教
・10年無期転換までの期限が近い︕

「越境研究員制度」の仕組み

審査
・博⼠での実務歴5年以上
・研究・⽀援実績は⼗分︖
・勤務地の流動性への意欲︖
・多様なキャリアパスの意欲は︖

設⽴

出資・
資⾦調達
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⼤学コンソーシアムの⼦会社

・越境研究員の任期無しでの所属
・競争的資⾦の時限切れ後のマッチング
・リスキリング・スキルアップ⽀援
・越境研究員の研究⽀援/併⾛
・エグジット/起業⽀援

越境研究員の⼈件費

競争資⾦β

⼤学A

・越境研究員はこちらで研究関連活動（3〜5年）
・⼤学Aより特任助教などの称号
・PIの他、ラボメン、技術⽀援、アドミンなども

兼任

⼤学B

研究所A

企業A

⼤学コンソーシアム

スタッフサイエンティスト

特任助教

「越境研究員制度」の仕組み
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⼤学コンソーシアムの⼦会社

・越境研究員の任期無しでの所属
・競争的資⾦の時限切れ後のマッチング
・リスキリング・スキルアップ⽀援
・越境研究員の研究⽀援/併⾛
・エグジット/起業⽀援

⼤学A

兼任

⼤学B

研究所A

企業A

⼤学コンソーシアム

越境研究員の⼈件費

シニアサイエンティスト

「越境研究員制度」の仕組み

競争
資⾦γ

特任准教授
（PI）
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⼤学コンソーシアムの⼦会社

・越境研究員の任期無しでの所属
・競争的資⾦の時限切れ後のマッチング
・リスキリング・スキルアップ⽀援
・越境研究員の研究⽀援/併⾛
・エグジット/起業⽀援

⼤学A⼤学B

研究所A

企業A

⼤学コンソーシアム

終⾝雇⽤
でエグジッ
ト︕

部⻑

「越境研究員制度」の仕組み
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安定性と流動性を両⽴した
キャリアパスの仕組みについての定量・定性的研究

（サブテーマ2）

共進化実現プログラム

1. 有識者、企業関係者へのインタビュー実施

2. 関連のイベントの開催と意⾒の聴取

3. 定量的アンケートの実施

4. 具体的な仕組みの提案

安定性と流動性を両⽴したキャリアパスの仕組みについて

35

JAAS関係者と若⼿中堅国会議員の意⾒交換会
第⼀回 2023年3⽉22⽇（⽔）、第⼆回 2023年6⽉12⽇（⽉）、第三回2024年5⽉23⽇

・平将明（現・デジタル副⼤⾂）

・⼤野敬太郎（科学技術イノベーション戦略調査会⻑︔博⼠（情報理⼯学））
・⼩林鷹之（元・科学技術政策担当⼤⾂）
・牧島かれん（元・デジタル⼤⾂︔博⼠（学術））

・⼩林史明（元・デジタル副⼤⾂︔
新しい資本主義実⾏本部事務局⻑）

越境研究員制度（案）についても
ご説明し、前向きなご意⾒を
いただいた

36



⽇本学術会議
「我が国の学術の発展・研究⼒強化に関する検討委員会」

にお願いしたいこと

1. 研究者のポストの安定化へ向け
研究コミュニティとしての努⼒をぜひ︕

2. 官僚・政治家・産業界・⼀般市⺠も交えつつ
研究コミュニティ内外での対話の活発化を︕
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